
















ピュータを使用した学習にはそれまで、CAI (Computer Assisted Instruction)
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全期間平均 311 1258 1453
授業1回あたりの平均 21 84 97
147本学におけるeラーニング実践の現状と課題
図６（a） 入門科目の項目別アクセス数





















































































































































































































































































入門 応用－１ 応用－２ 応用－３
人数 % 人数 % 人数 % 人数 %
授業ビデオ 利用目的 全体的な復習 6 46% 5 42% 3 19%
（複数回答） 部分的な確認 4 31% 4 33% 10 63%
欠席授業の補完 2 15% 1 8% 1 6%
宿題の参考 5 38% 7 58% 7 44%
視聴方法 全体をしっかり 1 8% 1 8% 1 8%
（複数回答） 全体をざっと 3 23% 3 25% 4 33%
必要部分 9 69% 8 67% 11 92%
必要部分検索法 スライドバー 5 56% 5 63% 9 82%
（複数回答） 時間 5 56% 2 25% 4 36%
スライド 3 33% 6 75% 8 73%
音声検索 0 0% 1 13% 0 0%
利用結果 役立った 9 69% 10 71% 12 75%
（複数回答） あまり立たなかった 3 23% 0 0% 1 6%
役に立たない 0 0% 0 0% 1 6%
なんとも言えない 1 8% 4 29% 2 13%
教材全体 使用した教材 ビデオ 4 16% 11 46% 9 35%
（複数回答） 次回予定 10 31% 6 24% 1 4% 3 12%
宿題の説明 26 81% 20 80% 20 83% 20 77%
操作方法 24 75% 14 56% 3 13% 5 19%
スライド 6 19% 10 40% 11 46% 15 58%
役立ったっ教材 ビデオ 6 24% 12 50% 8 31%
（複数回答） 次回予定 12 38% 5 20% 1 4% 5 19%
宿題の説明 26 81% 16 64% 15 63% 18 69%
操作方法 25 78% 15 60% 7 29% 5 19%
スライド 8 25% 8 32% 10 42% 14 54%
回答数 32 25 24 26
ことによって、そのシーンおよび時刻（ビデオコンテンツ内での相対的な時刻）
が表示される。利用結果についての評価では、70%程度の受講者が「役に立っ
た」と評価している。
教材全体については、どの教科も宿題の説明が最も多く利用されている。次
いで、入門科目と応用科目の第１回目の調査では、「操作方法」が、多くの受
講者に利用されている。応用科目では、「操作方法」は調査の回を追うごとに
利用者率が減少する。代わって、スライドの利用が増加し、３回目の調査では
50%を超える。操作方法は慣れるまでの時点で必要とされ、スライドは学習内
容が高度化するに伴って必要とされるものと考えられる。ビデオも応用科目の
２回目の調査で46%と、半数近くが利用している。一方、「役立った教材」に
ついては、「使用した教材」とまったく同様の傾向である。使用した教材につ
いては概ね、その目的を達しているものと考えられる。
3.2.3 結果の考察
LMSおよびVODによる学習支援の効果について考察する。利用状況から見
ると、LMSへのアクセス頻度は高く、授業がLMSの支援のもとに進められて
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図10 VOD型教材（MediaDEPO）の視聴画面
いることが分かる。その半分以上が授業外でのアクセスで、宿題や自習におけ
る支援の役割を十分に果たしているものと考えられる。また利用内容について
は、宿題の説明、授業内容、および教材が多い。受講者への調査によれば、
「宿題の説明」を利用したものは受講者の80%に達している。これが役に立っ
たとする受講者も60%以上となっている。宿題および自習における情報・教材
の提供において、所期の目的を達成していると評価できる。一方、LMSの利用
は、授業日に近くなるほど多くなる傾向がある。宿題を締切直前に行う傾向が
あることによると見られる。ここから、この種の授業では、毎回の授業で宿題
を出し、その提出を次の授業までに求める必要があると判断される。また、そ
うすることによって、学習効果が期待できるものと考えられる。ただ、「掲示
板」による質疑応答は、今回も十分に機能しなかった。受講者にとっては、た
とえ匿名であっても、掲示板上で質問するのはためらいがあるようである。こ
れについてはやはり、電子メールによって支援することになった。
VODについては、受講者の約1/3、出席者の約半数が利用している。利用状
況調査によると、欠席時の受講に代わるものとしての利用もあるが、出席した
受講者が宿題等のために利用することが多い様である。および利用者の約70%
が「役に立った」と回答していることから、これを提供する目的は果たせてい
るものと評価される。
以上より、LMSおよびVODを中心としたeラーニングは、この種の授業で効
果的に活用できるものと判断される。また、先に触れたように、質疑応答など
の受講生とのコミュニケーションには電子メールが効果的であり、これを加え
ることによって、より効果的な学習支援が行えるものと考えられる。
４　まとめと今後の課題
３章で紹介した事例の評価で示したように、講義形式の授業でも演習・実習
形式の授業でも、対面授業に活用する効果は十分に期待できることがうかがえ
た。今後、さらに広く活用することにより、授業改善に資するものと期待でき
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よう。また、eラーニングのみによる授業も、科目によっては効果的な場合が
あると考えられる。以下、本学においてさらにeラーニングを発展的に利用す
る際、解決が望まれる課題について述べる。
（１）対面授業の補完に利用する場合の課題
前章で述べた試行の結果、いくつかの問題点があり、今後、解決へ向けての
検討と工夫が必要である。その主なものとして次のようなものが挙げられる。
①LMSの効果を上げるには、演習・実習授業の事例として挙げたような授
業を展開することが効果的である。しかし、これには相当な労力を要す
る。とくに宿題を頻繁に課すと、その評価に追われることになる。しか
しながら、毎回の授業で宿題や小テストを課すことは、学習効果の向上
には欠かせない。これを効率的に進めるための工夫が必要である。
②常設のライブ収録装置の設置により、VOD型教材の作成・発信には大
きな負荷はかからないようになった。ただ、設備の安定した動作が必要
である。今回もたびたび、収録に失敗することがあった。安定して動作
する装置を考案する必要がある。
（２）eラーニングのみによる授業の実施
これまで本学では正課の授業では原則として、対面授業の補完としてのみe
ラーニングを利用してきた。したがって、eラーニングのみによって単位を修
得できる科目は提供してこなかった。それは、eラーニングのみによる教育は
自主的な学習を前提とするものであり、学習への高い意欲が求められるからで
ある。通常、大学の授業ではこれを要求することは困難と考えている。学習意
欲を高めるための働きかけが必要であり、対面授業が基本となる。ただ、逆に
見ると、高い学習意欲が期待できる場合には、その可能性が期待できるという
ことになる。そこで、eラーニング活用の次の段階として、特定の科目につい
てはeラーニングのみによって単位修得ができることを検討している。平成19
年後期にまず、１つの科目において試行する計画である。
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この試行では、VOD型教材によるeラーニングを利用する。授業を収録した
ビデオで学習させる。課題は、いかに受講者の学習意欲を持続させるかにある。
LMSによる教材の提供と評価テスト、および電子メールによる指導を中心にこ
れを図る計画である。
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